
平成２３年度一般会計補正予算説明資料
７款 商工費

［ ］（ ）１項 商業費 経済通商総室 通商物流室 内線:７６５９
（ ）４目 貿易振興費 単位：千円

財 源 内 訳 備
事 業 名 補 正 前 補 正 計

起 債 そ の 他 一般財源 考国 庫 支 出 金

境港輸出入拠
24,000 50,000 74,000 50,000点化支援事業

24,799 53,994 78,793 （補正に係る主な業務内容）トータルコスト
補助金交付関係事務、企業側との事業内容

0.1人 0.5人 0.6人 調整等従事する職員数

境港の物流拠点化:境港コンテナ取扱量増加工程表の政策
（貨物取扱量 目標 5,300千トン、コンテナ取扱量 目標 21,900TEU）目標(指標)

説明
１ 事業の目的・概要

境港は特殊梱包サービス、危険物保管倉庫、国際複合一貫輸送などの物流機能が不足し、境
港利用の隘路になっている。現行の境港輸出入拠点化支援事業は、県内中小企業等が行う比較
的小規模な整備事業を想定していたが、より広域的な物流拠点の形成に必要な機能整備やサー
ビスの提供にも対応可能な支援制度に拡充するとともに、一定の雇用を創出する場合には、操
業初期の支援を行うことにより、境港の物流拡大と県内産業の振興を図る。

２ 主な事業内容
鳥取県境港輸出入拠点化支援事業費補助金の補助対象事業者及び補助限度額を拡充し、よ

り広域的な輸出入拠点としての境港の機能強化を促進する。併せて、一定以上の雇用を創出
する事業には、運営費及び人件費を支援する制度を創設し、雇用の拡大を図る。

現行制度 拡充制度
企業・事業組合（対象を拡大）補 助 県内中小企業者・事業組合

同 左対 象 境港の新たな貨物の創出、輸出入拠点機
者 能強化等を付加した者

１.ソフト事業 １．ソフト事業
【補助対象】事業実施可能性・ﾄﾗｲｱﾙ事業 同 左
【限 度 額】2,000千円/件【補助率】2/3
２．ハード事業 ２．ハード事業
【補助対象】施設整備費等 【補助対象】施設整備費等

【限 度 額】50,000千円／件（拡充）【限 度 額】20,000千円/件
【補 助 率】2／3 【補 助 率】補助対象事業費が、補 助

内 容 30,000千円以下の部分 2/3
30,000千円を超える部分 1/2

雇用拡大支援事業（制度創設）３．
当該事業展開に伴い、５人以上（県外

からの転入者２人以内）の新規雇用が創
出される場合には次の支援を行う。
(1)運営費支援―
【補助対象】通信費、システム運営費、事

務所等賃貸料、機器リース料
【補 助 率】1/2
【限 度 額】15,000千円／年間
【補助期間】5年間
(2)人件費支援
【補 助 額】
①県内での正規雇用：1,000千円/人
②上記以外：500千円/人
※①・②合わせて5年間で20人上限

３ これまでの取り組み状況、改善点
境港の日本海側拠点港指定を目指す中、境港をより広域的な物流拠点とするために必要な新た

な物流、情報化等の機能整備及びサービスの提供を促進するため、現行助成制度の拡充が必要。
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